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１ はじめに                                  

生駒市における高齢者数は今もなお伸び続けており、2025 年の高齢化率は 29.4％と見

込まれている。中でも、医療や介護が必要となる割合が高まる後期高齢者数が前期高齢者

数を上回り、今後、ますます医療や介護を必要とする対象者は増加するものと考えられる。 

こうした状況を踏まえ、団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年を目途に、重度な要介護

状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、

「医療・介護・予防・住まい・生活支援」が包括的に確保される地域包括ケアシステムの実現

が求められている。 

そこで、本市においては、「医療・介護・予防」の分野に係る包括的かつ継続的な医療・介

護・予防サービスの提供体制の構築を目指し、平成 28 年 3 月から「生駒市医療介護連携ネ

ットワーク協議会」を立ち上げ、「在宅医療介護推進部会」と「認知症対策部会」を設置し、そ

の取組を推進しているところである。 

令和 4 年度の認知症対策部会は、切れ目のない認知症の普及啓発活動を行うため、令

和 2 年度から持ち越しした三密を避けた形での啓発展示やイベントの開催を検討する予定で

あった。しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大により、部会は 1 回のみの開催となった。次

年度は開催形態を再検討し、実施に向けて準備を進めたいと考える。 

引き続き、医療・介護関係者の相互理解や情報共有により、生駒市全体で顔の見える関

係づくりを進めるとともに、患者・利用者が医療や介護の切れ目なく、サービスを利用できる体

制の構築及び関係者の質の向上と市民啓発に努めていきたい。 
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２ 認知症対策部会の役割                                

 

  認知症対策部会においては、下記①～⑤の内容について、部会員から意見や助言を求める

ものである。 

  ①認知症の普及啓発に関する事項 

  ②認知症予防に関する事項 

  ③認知症ケアの向上に関する事項 

  ④多職種連携に関する事項 

  ⑤生駒市認知症初期集中支援チームに関する事項  

 

３ 認知症対策部会の開催                               

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、１回のみの開催となった。 

開催年月日 会議の案件 

【第１回】 

令和５年２月２1 日 

 

(1) 部会長選出・副部会長指名 

(2) 認知症対策部会のこれまでの取組と課題について  

(3) 令和４年度活動報告書（案）について 

(4) 次年度のスケジュールについて（グループワーク） 

(5)  その他 

 

次年度は令和４年度第 1 回会議グループワークにおいて委員から出た意見をもとに引き続き次

年度の多職種連携研修会および若者向け普及啓発イベントの実施に向け検討を進めていく。 

内容は以下のとおり。 
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N
o
.

今
後

の
方

針
課

題
令

和
４

年
度

の
取

り
組

み
（

市
）

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
ま

と
め

1
か

か
り
つ

け
医

対
応

力

向
上

研
修

の
周

知

奈
良

県
に

問
い

合
わ

せ
た

と
こ
ろ

、
開

催
は

し
て

い
る

も
の

の
、

市
へ

の
案

内
に

つ
い

て
確

認
が

で
き

て
い

な
い

。
市

と
県

の
連

携
に

問
題

が
あ

る
。

市
は

開
催

に
つ

い
て

把
握

し
て

お
ら
ず

、
周

知
が

で
き

て
い

な
い

。

・
オ

ン
デ

マ
ン

ド
形

式
で

の
実

施

・
受

講
修

了
者

へ
の

市
独

自
の

認
定

・
研

修
内

容
が

認
知

症
当

事
者

や
家

族
へ

の
対

応
（

支
援

）
に

フ
ォ
ー

カ
ス

さ
れ

て
い

る
と
良

い

・
認

知
症

認
定

看
護

師
（

※
）

の
資

格
を

も
つ

看
護

師
か

ら
の

レ
ク
チ

ャ
ー

（
※

）
認

定
看

護
師

は
大

学
に

行
っ
て

取
得

す
る

資
格

。
費

用
が

数
十

万
か

か
る

た
め

取
得

が
進

ん

で
い

な
い

。

2
多

職
種

連
携

研
修

会
の

開
催

医
療

介
護

連
携

を
は

じ
め

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

推
進

の
た

め
に

、
よ

り
一

層
多

職
種

連
携

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

生
駒

市
医

療
介

護
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
協

議
会

の
主

催
に

よ
り
多

職
種

連
携

研
修

会
を

２
月

４
日

（
土

）
に

開
催

し
た

。

（
研

修
内

容
に

つ
い

て
）

・
介

護
、
障

害
（

身
体

・
精

神
）

経
済

的
困

難
な

ど
総

合
的

な
支

援
が

必
要

な
ケ

ー
ス

・
独

居
や

家
族

支
援

が
難

し
い

ケ
ー

ス
、
地

域
困

難
事

例

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク
や

集
合

研
修

が
良

い
。
顔

つ
な

ぎ
に

な
る

。
多

職
種

で
事

例
検

討
会

。

・
認

知
症

の
人

の
意

思
決

定
支

援
、
意

見
交

換
会

（
集

合
研

修
）

3
ケ

ア
パ

ス
の

活
用

促
進

認
知

症
ケ

ア
パ

ス
に

つ
い

て
は

、
多

く
の

情
報

が
掲

載
さ
れ

て
い

る
こ
と
か

ら
、
の

べ
つ

幕
な

し
に

配
布

で
き

る
も

の
で

は
な

く
、
当

事
者

等
へ

の
配

布
に

は
、
必

要
性

や
妥

当
性

に
つ

い
て

見
極

め
た

上
で

配
布

す
る

こ
と
が

必
要

で
あ

る
こ
と
を

踏
ま

え
、
適

切

な
対

象
者

に
よ

り
多

く
活

用
い

た
だ

く
必

要
が

あ
る

。

市
民

の
窓

口
と
な

る
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ
ー

に
お

い
て

認
知

症
ケ

ア
パ

ス
の

活
用

や
説

明
に

つ
い

て
適

切
に

行
え

る
よ

う
研

修
を

検
討

中
で

あ
る

。

・
他

市
事

例
を

参
考

に
す

る
。

・
H

P
に

掲
載

、
介

護
事

業
所

メ
イ

ン
で

配
布

。

・
ケ

ア
パ

ス
は

配
布

窓
口

を
限

定
す

る
。

・
「
認

知
症

の
基

礎
知

識
」
は

広
く
配

布
で

き
る

。
（

介
護

事
業

所
関

連
、
医

療
機

関
等

）

4
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
の

利
用

促
進

適
切

な
支

援
を

行
う
た

め
に

そ
の

必
要

性
に

つ
い

て
市

・
地

域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

理
解

を
深

め
る

必
要

が
あ

る
。

令
和

４
年

度
は

利
用

実
績

な
し

・
必

要
な

ツ
ー

ル
で

は
あ

り
、
間

口
は

あ
け

て
お

き
た

い
。

・
包

括
、
居

宅
、
事

業
所

、
医

療
で

連
携

対
応

で
き

る
こ
と
も

多
い

が
、
活

用
の

ハ
ー

ド
ル

を
下

げ
て

は
ど
う

か
。
（

制
度

そ
の

も
の

を
知

ら
な

い
人

も
い

る
）

・
「
初

期
」
「
集

中
」
の

本
来

の
意

味
を

伝
え

て
い

く
こ
と
。
今

後
市

と
し

て
ど
う
活

用
し

て
い

く
か

が
課

題
。

5
認

知
症

サ
ポ

ー
タ
ー

養
成

講
座

の
展

開

認
知

症
高

齢
者

が
住

み
や

す
い

ま
ち

を
つ

く
る

た
め

、
住

民
の

認
知

症
に

対
す

る
正

し
い

理
解

が
必

要
で

あ
り
、
今

後
も

継

続
し

て
増

や
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、
子

育
て

世
代

な

ど
、
認

知
症

サ
ポ

ー
タ
ー

養
成

講
座

受
講

者
数

が
少

な
い

世

代
が

あ
る

。

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
デ

ー
に

関
連

し
た

啓
発

事
業

と
し

て
イ

オ
ン

モ
ー

ル
奈

良
登

美
ヶ
丘

店

に
お

い
て

従
業

員
、
買

い
物

客
を

巻
き

込
ん

だ
養

成
講

座
を

実
施

（
3
6
人

参

加
）

。
ま

た
、
実

地
開

催
と
オ

ン
ラ
イ

ン
受

講
を

組
み

合
わ

せ
て

、
市

内
全

郵
便

局
員

を
対

象
に

養
成

講
座

を
実

施
（

1
8
6
人

参
加

）
。
そ

の
後

各
担

当
圏

域
の

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

か
ら
本

局
及

び
市

内
1
0
エ

リ
ア

局
に

訪
問

し
、
ヒ
ア

リ
ン

グ
と
情

報
交

換

を
行

っ
た

。
ま

た
、
生

駒
駅

前
図

書
室

と
タ
イ

ア
ッ
プ

し
て

子
供

向
け

読
み

聞
か

せ
講

座

を
実

施
（

1
2
名

参
加

）
。

･
「
子

育
て

世
代

」
の

分
類

が
大

切
。
（

ど
こ
に

タ
ー

ゲ
ッ
ト

を
絞

る
か

、
狙

う
か

）
→

「
小

学
生

の
親

」
な

ど

分
か

り
や

す
く
絞

る
。
「
親

子
で

サ
ポ

ー
タ
ー

！
」
な

ど
の

キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ

ー
。

・
高

校
生

、
大

学
生

な
ど
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

と
し

て
動

き
や

す
い

世
代

へ
の

働
き

か
け

・
銀

行
へ

の
認

知
症

サ
ポ

ー
タ
ー

養
成

講
座

の
実

施
（

窓
口

対
応

が
変

わ
る

）

・
奈

良
北

高
校

と
の

取
組

が
広

が
れ

ば
他

校
へ

の
刺

激
に

な
る

の
で

は
。

・
若

い
警

察
官

（
と
く
に

交
番

勤
務

の
人

）
に

も
受

講
を

す
す

め
る

。

6
市

民
に

向
け

た
啓

発
活

動

（
市

民
フ
ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
）

市
民

に
向

け
た

啓
発

活
動

に
つ

い
て

、
ど
の

よ
う
に

行
う
の

が
妥

当
か

を
改

め
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
デ

ー
に

関
連

し
た

啓
発

事
業

と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ

ン
タ
ー

に
お

い
て

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

を
実

施
。

生
駒

駅
前

図
書

室
で

は
パ

ネ
ル

展
示

、
認

知
機

能
テ

ス
ト

体
験

会
を

実
施

（
6
名

が
利

用
）

・
「
認

知
症

に
な

り
た

く
な

い
！

」
と
思

っ
て

い
る

人
こ
そ

、
認

知
症

に
対

し
て

重
傷

の
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ
て

い

る
。
→

初
期

の
イ

メ
ー

ジ
が

持
て

る
啓

発
を

。

・
子

ど
も

や
市

民
向

け
に

「
こ
ん

な
症

状
あ

る
あ

る
」
や

対
応

の
イ

メ
ー

ジ
を

掴
ん

で
も

ら
う
た

め
に

寸
劇

隊
を

組
む

（
パ

タ
ー

ン
別

に
）

。
部

会
主

体
で

発
足

。

7
認

知
症

カ
フ
ェ
の

拡
充

認
知

症
に

な
っ
て

も
住

み
慣

れ
た

地
域

で
自

分
ら
し

く
過

ご
せ

る
よ

う
、
認

知
症

当
事

者
や

そ
の

家
族

が
気

軽
に

社
会

参
加

で
き

、
時

に
は

相
談

す
る

場
所

と
し

て
認

知
症

カ
フ
ェ
を

拡
充

す

る
必

要
が

あ
る

。
（

現
在

5
ヵ
所

）

今
年

度
新

規
立

ち
上

げ
は

な
か

っ
た

。

来
年

度
以

降
「
認

知
症

高
齢

者
見

守
り
事

業
」
を

拡
大

展
開

し
て

い
く
中

で
、
認

知

症
カ

フ
ェ
に

対
す

る
支

援
を

強
化

し
て

い
く
。

・
項

目
7
と
8
は

リ
ン

ク
し

て
い

る
と
思

う
。

・
「
認

知
症

カ
フ
ェ
」
の

名
称

は
ハ

ー
ド

ル
が

高
い

。
「
認

知
症

に
な

っ
て

"も
"カ

フ
ェ
」

・
地

域
の

若
い

人
も

含
め

て
周

知
し

て
い

く
。
（

人
を

助
け

る
こ
と
が

で
き

る
）

・
専

門
職

に
よ

る
認

知
症

カ
フ
ェ
、
サ

ロ
ン

の
リ
サ

ー
チ

を
す

る
。

・
既

存
の

認
知

症
カ

フ
ェ
が

実
施

す
る

サ
ロ

ン
（

「
準

認
知

症
カ

フ
ェ
」
）

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ
ー

へ
の

相
談

の
ハ

ー
ド

ル
が

高
い

・
自

治
会

等
へ

の
啓

発

8
認

知
症

支
え

隊
養

成
講

座
の

開
催

認
知

症
当

事
者

が
、
地

域
等

で
活

動
を

継
続

で
き

る
よ

う
支

援
を

行
う
専

門
職

以
外

の
担

い
手

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

）
を

増
や

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

認
知

症
支

え
隊

養
成

講
座

を
9
月

（
3
回

）
実

施
。
ま

た
、
2
月

（
3
回

）
で

実
施

予
定

。

・
小

中
学

校
の

児
童

生
徒

ら
に

支
え

隊
の

同
行

支
援

等
の

体
験

を
し

て
も

ら
う
。

・
認

知
症

サ
ポ

ー
タ
ー

養
成

講
座

の
中

で
認

知
症

支
え

隊
の

活
動

紹
介

を
す

る
。

・
認

知
症

カ
フ
ェ
が

赤
字

に
な

ら
な

い
よ

う
支

援
す

る
。

方
針

と
現

状
か

ら
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
検

討
事

項
に

つ
い

て
（

ま
と
め

）
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４ 令和４年度の具体的な取組（生駒市の認知症施策）                                   

（１）認知症の普及啓発に関する事項 

○9月 21日世界アルツハイマーデーに関連した取り組み 

 ①市内全郵便局員対象「認知症サポーター養成講座」 

 認知症サポーター養成講座を 9 月 1 日に生駒郵便局で開催し、

その内容を郵便局のご協力を得て市内全郵便局に配信いただくこと

で生駒市内の全郵便局員を対象にした認知症サポーター養成講座

を実現。対象は市内郵便局員 300 人。講座終了後記入いただい

たワークシートを用いて市内地域包括支援センター職員および認知

症地域支援推進員とのヒアリングを実施し、地域包括支援センターと

郵便局の顔つなぎを行った。 

 

②イオンモール奈良登美ヶ丘 1階パネル展示、冊子「認知症の基礎知識」配布および 

ショップスタッフ・一般客向け公開講座「ＯＲＡＮＧＥ ＣＡＦＥ」 

幅広い年齢層をターゲットに実施。9月16日・22日・28日の10：30・13：00・15：00の各3回、

計 9 回の認知症サポーター養成講座を特別編としてイオンモール奈良登美ヶ丘 3 階イベントスペース「なら

とみコート」で開催。講座とワークショップをセットで実施し、認知症に関する知識を得て、認知症の人との接

し方を考えていただく機会とした。また、スタッフが参加されたイオンモール内店舗には「認知症の人にやさしい

お店」認定などを実施。受講者がいない時間帯もあったが、3 日間合計で 36 人の方に受講いただいた。 

 一般客・店舗スタッフのどちらにも受講いただくことができ、「認知症にやさしいお店」には 1 店舗を認定した。 

 

 

 

 

 

 

 

③生駒駅前図書室でのイベント・展示 

図書館を訪れる親子連れをターゲットに実施。読み聞かせイベント「本から広がる世界」では、子どもから

高齢者まで合計 12 人の参加があった。参加者には「生駒市版オレンジリング」をプレゼントした。 

テラス席では、認知症地域支援推進員といっしょに作る認知症サポーターのマスコットキャラクター作りも並

行して実施。材料は奈良北高校の生徒の皆さんにご協力いただいた。マスコット製作が子どもの興味を惹く

内容だったため、読み聞かせイベントと比較して参加者が多かった。 

     パネル展示「なぜ、わたしたちは認知症の人にやさしいまち生駒をめざすのか」では、イラストと短い文を用

いた認知症についてのパネルのほか、参加型パネル「オレンジの花をさかせよう」を設置。展示期間終了時に   

▲パネル展示の様子 ▲「ORANGE CAFE」の様子 ▲認知症の基礎知識 

▲9 月 1 日の講座の様子 



 

- 6 - 

 

は満開のオレンジの花が咲いた。そのほか、認知症に関連する図書を集めた特集コーナーを展示付近に設

置したり、タブレット端末を用いた簡単な認知機能テスト体験会も実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④コミュニティセンターライトアップ 

昨年度に引き続き、9 月 16 日～10 月 4 日の 20：00～22：00

頃、1 階ホワイエでのライトアップを実施。 

 

 

 

 

○その他の認知症施策（実績）Ｒ5.3 月末時点 

事業名 実施回数 実施内容 

認知症サポーター養成講座 51 回/1,648 人 自治会や小学校、商店、薬局等に実施 

認知症支え隊 利用者 10 人 

延べ 568 日支援実施 

延べ 796 回 

通いの場への同行支援や服薬確認の電

話、散歩の付添い等 

▲読み聞かせイベント「本から広がる世界」 ▲「手作りマスコット作成 ロバ隊長」 

▲展示「なぜ、わたしたちは認知症の人に

やさしいまち生駒をめざすのか」 

▲参加型パネル「オレンジの花をさか

せよう」 

▲奈良北高校の生徒の皆さん 

▲「コミュニティセンターライトアップ」 
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認知症支え隊養成講座 3 回連続講座を 2 回

実施３９人受講 

3 回連続の講座をコミュニティセンターで 9

月、2 月に実施 

のべ登録隊員数９２人（Ｒ５.３末） 

認知症地域支援推進員部会 毎月 1 回 認知症の普及啓発や環境整備等につい

て検討 

徘徊高齢者捜索模擬訓練 3 回 「声かけ体験」として実施 

 

（２）生駒市認知症初期集中支援チームに関する事項  

認知症初期集中支援チームの実績を踏まえ、適切に事業が運営されていたかの評価等を実施

する役割を認知症対策部会が担っている。令和４年度稼働案件はなし。 

引き続き、認知症初期集中支援チームの効果的な運用方法について、検討する必要がある。 
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５ 令和５年度の計画（案）                        
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資料１ 認知症対策部会の設置及び運営に関する規程                                  

認知症対策部会に関する規程 

 （趣旨） 

第１条 生駒市医療介護連携ネットワーク協議会開催要綱第６条第１項の規定に基づき、関

係機関に意見を求めるために認知症対策部会（以下「部会」という。）を設ける。 

 （協議事項） 

第２条 部会において意見又は助言を求める事項は、次のとおりとする。 

 (1) 認知症の普及啓発に関する事項 

 (2) 認知症予防に関する事項 

 (3) 認知症ケアの向上に関する事項 

(4) 多職種連携に関する事項 

(5) 生駒市認知症初期集中支援チームに関する事項 

 （部会長等） 

第３条 部会に部会長及び副部会長を置く。 

２ 部会長は部会員の互選により定め、副部会長は部会長が指名する部会員を持って充てる。 

３ 部会は部会長が招集する。 

４ 部会長は、部会の事務を総理し、部会の調査、検討の結果を協議会に報告する。 

５ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

６ 部会長は、必要があると認めるときには、部会の会議に部会員以外の者の出席を求め、意見

を聴き、又は説明を求めることができる。 

 （庶務） 

第４条 部会の庶務は、地域包括ケア推進課において処理する。 

２ 部会における会議の内容は、地域包括ケア推進課において記録し、文書化する。 

 （施行の細目） 

第５条 この規程に定めるもののほか、部会に必要な事項は、参加者に意見を求めた上で定め

る。 

 附 則 

（施行期日） 
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１ この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

（認知症対策部会の設置及び運営に関する規程の廃止） 

２ 認知症対策部会の設置及び運営に関する規程（平成２８年６月１日施行）は、廃止す

る。 

 

部会構成員 

生駒市医師会 

生駒市内病院 

生駒市歯科医師会 

生駒地区薬剤師会 

訪問看護ステーション 

地域包括支援センター 

居宅介護支援事業所 

訪問介護事業所 

郡山保健所 

その他市長が必要と認める者 
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資料２ 令和４年度認知症対策部会委員名簿                                  

（順不同。敬称略） 

氏 名 役 職 等 関係機関名 

山上 正仁 一般社団法人生駒市医師会  生駒市医師会 

森川 裕子 近畿大学奈良病院 患者支援センター主任 生駒市内病院 

徐 典代 
医療法人和幸会阪奈中央病院 

リハビリ科 作業療法士副技師長 
生駒市内病院 

川田 和弘 医療法人社団松下会白庭病院 副院長 生駒市内病院 

中溝 辰男 生駒市歯科医師会 相談役 生駒市歯科医師会 

古田 佳子 有限会社アール アール薬局生駒駅前南店 生駒地区薬剤師会 

新谷 由美 
一般社団法人イーデンホール  

訪問看護ステーションくるみ 管理者 
訪問看護ステーション 

小津 典恵 生駒市メディカル地域包括支援センター 地域包括支援センター 

中田 エミ子 
社会福祉法人 宝山寺事業団  

居宅介護支援センター延寿 主任 
居宅介護支援事業所 

中村 幸子 社会福祉法人 生駒市社会福祉協議会 訪問介護事業所 

本木 隆規 奈良県郡山保健所 健康増進課長 郡山保健所 

竹田 幸代 グループホームさくら 施設長 その他市長が必要と認める者 

笹本 奏 生駒市梅寿荘地域包括支援センター その他市長が必要と認める者 

 

 


